
RTI Connext DDS × AI
ロボティクス・機械学習のデプロイ・予測保存で活用

リアルタイム通信ミドルウェア
DDS と AI の連携

DDS は、AI システムにおけるデータ管理と通信を効率化し、リアルタイムな意思決定と分散システム全体の調整を可能に
します。 AI では膨大なデータをリアルタイムで収集・処理し、モデルを動的に最適化する必要があるため、DDS のパブリッ
シュ・サブスクライブモデルは最適です。

DDS は、リアルタイムで大量のデータを低レイテンシーで処理することに特化しています。
AI モデルがセンサーデータやストリームデータを処理し、即時に意思決定を行う場面で
効果を発揮します。

自動運転 : 車両がリアルタイムでセンサーデータ（カメラ、LIDAR、RADAR）を分析し、  
瞬時にルート選択や障害物回避の判断を行うために DDS が使用されます。

リアルタイム
データ処理

利用例

信頼性の高い
データ転送

DDS の QoS（Quality of Service）ポリシーを活用することで、AI システムにおける信頼性
の高いデータ転送が可能となります。特に、データの順序保証や一貫性、再送信ポリシーが
重要なシステムでは、DDS が信頼性を確保します。

医療 AI : 患者データのリアルタイム分析において、正確で順序付けされたデータの
転送が必須となるため、DDS の QoS がその役割を担います。

利用例

AI の
データ前処理

DDS は、データのフィルタリングやサンプリング機能を持っており、これを活用することで
AI モデルに必要なデータのみを効率的に前処理できます。

センサーデータのうち、特定の範囲や条件を満たすものだけを収集し、他のデータを
フィルタリングすることで、前処理の負荷を減らすことが可能です。

利用例
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DDS は、AI システムにおける以下の点を改善し、システムのパフォーマンス向上に寄与します。

DDS がもたらす AI システムの品質向上

AI システムにおける DDS の具体的活用シナリオ

DDS は、AI システムにおいて高いリアルタイム性、スケーラビリティ、信頼性を提供し、AI が扱う膨大なデータ
を効率的に処理・配信する基盤として機能します。
特に、エッジAI や IoT、ロボティクスなどの分野では DDSの導入により、システム全体のパフォーマンスを向上
させることが期待されます。DDS は今後も、AI システムにおいて重要な役割を果たしていくでしょう。

AI モデルの学習や推論においてデータの一貫性が極めて重要です。DDS は、リアルタイムで正確なデータ配信を保証し、
信頼性のあるモデルの結果を生成することを可能にします。

DDS は、分散システム内の一部のノードが障害を起こした場合でも、他のノードに影響を与えずにデータ配信を続ける
機能を提供します。これにより、AI システム全体の信頼性が向上します。

DDS の QoS 設定を活用することで、必要なリソースだけを消費する効率的なデータ伝送が可能となります。
AI システムでは、処理負荷を最適化し、リソースを無駄なく使用することが求められます。

データの一貫性と正確性の確保

障害耐性の向上

効率的なリソース管理

予測保全（Predictive Maintenance）

製造業やエネルギー分野では、AI による予測保全が重要な役割を果たしています。
DDSは、各設備からのデータをリアルタイムでAI システムに送り、故障の予測やメンテナンス
のスケジュールを最適化するために用いられます。

工場のモニタリング : センサーデータをリアルタイムで収集し、AI システムが異常を検知
するために使用されます。

利用例

機械学習モデルのデプロイと最適化

AI の学習プロセスやモデル推論は分散環境で行われることが多く、DDS を使用することで
学習結果やモデルの更新を各ノードに効率的に伝達できます。また、モデルのパラメータや
データの分割・集約処理においてもDDS は役立ちます。

分散型機械学習 : 分散型ノードでトレーニングされた AI モデルのパラメータ共有や集約
において、DDS がデータ伝送の一貫性と効率を提供します。

利用例

AIを活用したロボティクスシステムでは、ロボット間やロボットと制御システム間のデータ共有
が鍵となります。DDS は、リアルタイムでの動作制御や障害回避のためのデータを効率的に
配信し、複数ロボットが連携して作業を行う際に、データの一貫性や整合性を保証します。

ロボティクス
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